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１．研究計画の概要 
本研究の目的は，人の奥行き知覚特性の数

理モデルを構築し，それに基づく可視化情報
処理アルゴリズムを実現することにある．従
来のコンピュータによる可視化処理は，2 次
元的な画像提示技術を人の低次視覚に基づ
き向上させてきた．しかしながら，近年情報
ビックバンと呼ばれる時代に入り，人の高次
視覚を考慮にいれた 3次元的な可視化情報処
理技術が近い将来必要不可欠になる．本研究
課題では，このような人の高次視覚の中で，
奥行き知覚に関する数理モデルと可視化手
法を系統的に構築することで，ディスプレイ
など一般的に限定されている視覚情報提示
領域に埋め込める情報量を飛躍的な向上を
図る．具体的には，(1)「奥行き手がかりの
空間知覚に対する影響の確率モデル構築」，
(2)「構図を用いた奥行き情報の強調・省略
技法のモデル化」，(3)「奥行き情報の圧縮と
そのディスプレイ表示への応用」の 3つの研
究課題に取り組んでいく． 
 
２．研究の進捗状況 
(1)「奥行き手がかりの空間知覚に対する影
響の確率モデル構築」に関しては，物理心理
学実験によるデータ収集がほぼ完了してお
り，ある一定の空間知覚のモデルを構築する
ことができた．具体的には，ある物体の空間
知覚の歪みは，確率的な揺らぎを考慮しても
奥行き手がかりからの距離に比例するとい
う知見を得た．現在，この知見を心理学分野
の研究者とともにさらなる検討を進めてい
る．これは，当初の研究計画を超える範囲で
あるが，具体的には上記の比例の関係が，奥
行き手がかりから近すぎるとずれが生じる
という実験結果が得られており，知覚の歪み

の定式化を精細化する試みを続けている． 
(2)「構図を用いた奥行き情報の強調・省略
技法のモデル化」に関しては，奥行き手がか
りとオブジェクトの配置に基づき，構図の強
調処理や適正化処理を行う，非透視投影図設
計システムの構築がすでに完了している．こ
のシステムでは，3 次元シーンにおけるオブ
ジェクトの位置とサイズを指定すると，構図
が自動的に調整される仕様になっており，ユ
ーザテストなどによる手法の評価において
も，ある一定の高い評価を得た．また，国際
会議にて本研究成果の発表を行い，結果画像
が会議録の表紙の絵に採用された．構図の歪
みの許容範囲に関しては，多少の自由度が残
されており，その部分の最適化に関しては本
研究計画の範囲を超えるが，引き続き対応し
ていく予定である． 
(3)「奥行き情報の圧縮とそのディスプレイ
表示への応用」については，基礎的な定式化
とプログラムの実装が完了しており，これを
実際の表示機器を通して検証，評価を行い，
さらなる定式化の改善を行う予定である．  
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している． 
(理由) 
上記における進捗状況において，(3)に関

してはまだ研究計画で予定されている内容
が消化できていない部分があるが，それ以外
の(1)と(2)に関しては，当初予定した内容が
ほぼ完了している．(3)で消化できていない
内容も，残された研究期間で十分対応できる
ものであり，最終的な総括評価の時間を含め
ても十分予定されている研究計画を実施で
きる進捗状況である．そのため，おおむね計
画通り研究が進展していると判断している． 
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４．今後の研究の推進方策 

研究計画の実施状況においては，前年度ま
での研究を継続して進めていくことで，(3)
の残りの部分を消化していく予定である．そ
のために，いくつか新たな物理心理学実験を
実施する予定であるが，基礎実験は既に前年
度で行っており，起こり得るであろう問題点
などもすでに確認済みである． 
研究実施の環境面においては，(3)におい

て，当初実験で用いる予定であった 3次元デ
ィスプレイ機器が，前年度末の震災により被
害を受けている．しかし，若干仕様が異なる
３次元ディスプレイ装置を利用できること
が既に確認できており，研究計画それ自体は，
ほとんど変更することなく進めていける予
定である． 
 
５. 代表的な研究成果 
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